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第１２回支部執行委員会議事録（2022年度第 1回） 

JCI四国支部 

 

１．日 時  2022 年 5月 10日（火）15時 00分～16時 20分 

２．場 所  香川県生コンクリート工業組合（Web会議） 

３．出席者  支部長：橋本親典 副支部長：上田隆雄 

幹事：氏家勲，岡﨑慎一郎，木下功，冨田雄一，藤井禎，古田満広 

横井克則，渡辺健 

執行委員：朝倉光司，川島恭志，熊沢敬輔，近藤拓也，鈴木卓，中川裕之 

中村康一，福山裕史，松並徹，山中伯，吉田秀典，吉田幸稔 

検査役：堀井克章 

次期支部執行委員：横山卓哉 

研究委員会報告者：尾嵜秀典 

事務局：新居宏美                      計 26名 

４．配付資料 

資料 01-1 第 11回支部執行委員会議事録（案） 

資料 02-1 【2022年度支部総会資料】 

資料 02-1 2021年度事業報告 

資料 02-1 令和 3年度第 1回四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会議事録 

資料 02-1 四国の生コン技術力活性化委員会【第 5期】委員名簿 

資料 02-1 四国の生コン技術力活性化委員会【第 5期】2021年度活動報告 

資料 02-1 材料分離が生じたコンクリート中の鉄筋腐食性状の評価委員会委員名簿 

資料 02-1 材料分離が生じたコンクリート中の鉄筋腐食性状の評価委員会第 1回議事録 

資料 02-1 材料分離が生じたコンクリート中の鉄筋腐食性状の評価委員会第 2回議事録 

資料 02-1 令和 3年度コンクリートに関する技術情報交換会開催案内文書 

資料 02-1 第 14回コンクリート甲子園総合得点集計表 

資料 02-1 2021年度収支決算 

資料 02-1 2022年度事業計画（案） 

資料 02-1 令和 4年度コンクリートに関する技術情報交換会開催案内文書 

資料 02-1 2022年度収支予算（案） 

資料 03-1 2022年度支部内部監査報告書 

資料 04-1 四国支部 支部執行委員の異動届（製品協会）（2022.06.01予定） 

資料 05-1 2022年度支部執行部（案）（2022.06.01予定） 

資料 06-1 2021年度 第 2回コンクリート工学年次大会委員会議事録（案） 
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５．審議事項 

 橋本支部長より支部執行委員会開催に当たり挨拶があり，その後，各議題について審議が

行われた。審議結果は，以下のとおり。 

（１）第 11回（2021年度第 3回）支部執行委員会議事録の確認（資料 1） 

 第 11 回支部執行委員会議事録（案）が確認され，一部修正（共済⇒共催）して支部 HPに

掲載することが承認された。 

 

（２）2021年度事業報告および収支決算について（資料 2） 

 第 11 回執行委員会以降に実施された事業および確定した 2021 年度収支決算について事

務局より説明がなされた。主な報告内容および審議結果等は以下のとおり。 

・「四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会」の幹事長が尾嵜先生から近藤先生

に交替したことが確認された。また，変更 HPに掲載している委員名簿を最新版に更新す

ることが併せて確認された。 

・「材料分離が生じたコンクリート中の鉄筋腐食性状の評価委員会」は，最終委員会を 3月

に松山で対面式により開催した。また，現在，成果報告書の原稿を整理中であることが中

川幹事長より報告された。 

・コロナ禍により十分な委員会活動ができなかったことにより，「四国の生コン技術力活性

化委員会【第 5期】」から約 157千円の活動費が支部に返金された。また，次期繰越金が

本部への預託金 800千円を含め約 2,785千円であることが確認された。 

 

（３）2022年度支部内部監査の実施について（資料 3） 

 堀井検査役より，2022 年度内部監査が 4 月 9 日に 3 年ぶりに対面式で実施されたこと，

および事業活動および収支決算が適切であることが報告された。 

 

（４）2022年度事業計画案および収支予算案について（資料 2） 

 事務局より 2022年度事業計画案および収支予算案の概要について説明がなされた。また，

研究委員会および講習会等については担当委員から説明があり，以下のとおり確認された。 

・支部幹部会は 11月と 1月に対面式で開催する方針である。 

・支部執行委員会は本日開催の第 12回の他に，1月に第 13回委員会を対面式で開催する方

針である。 

・研究委員会は，常設委員会である「四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会」，

3年目になる「四国の生コン技術力活性化委員会【第 5期】」，新規の「四国における新設

コンクリート構造物の品質確保の実践に関する研究委員会（第 2 期目）」の 3 件である。 

・「四国における新設コンクリート構造物の品質確保の実践に関する研究委員会（第 2期目）」

の委員長選任および委員公募について今後，取り組むことが確認された。 

・本委員会終了後に，「四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会」の 2021年度活
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動報告として，「第 14回コンクリート甲子園」および「モデル活動校：多度津高校」につ

いて尾嵜先生より報告されることが確認された。また，発表用 PPT スライドを支部総会

資料と併せて HPにアップすることが確認された。 

・「四国における新設コンクリート構造物の品質確保の実践に関する研究委員会（2018 年

度・2019年度）」の成果報告会の実施時期については，委員長が欠席のため確認できなか

った。 

・「材料分離が生じたコンクリート中の鉄筋腐食性状の評価委員会」の成果報告会を今秋開

催する方針であることが確認された。 

・「四国の生コン技術力活性化委員会【第 5期】」の成果報告会および活動 10周年記念講演

会を来年 3月に開催する方針であることが確認された。 

・2021 年度より延期された「生コンセミナーｉｎ香川」を 7 月頃に開催する方針であるこ

とが確認された。 

・「コンクリートに関する技術情報交換会（Web 会議）」の第 3 回目および第 4 回目の内容

および開催案内は HPに掲載済であることが確認された。 

  年度最初の案内のため，会員への案内は，メーリングリストが使用できないため，従来

通りの郵送による連絡を行うことになった。メーリングリストの構築に関しては，本部と

相談することになり，橋本支部長の方で検討することになった。 

・研究委員会費として，「四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会」はモデル校

への支援費 150千円と第 15回コンクリート甲子園予選参加校（四国から 8校参加と想定）

への支援費 160 千円（8 校×20 千円），その他の 2 件は 250 千円ずつ，「四国の生コン技

術力活性化委員会【第 5期】」については，2021年度委員会費の残金をそれぞれ加算する。 

 

（５）HP 掲載の支部総会資料について（資料 2） 

 2022 年度支部総会を開催しないこと，資料 2 を一部修正し支部総会資料として HP にア

ップすることが承認された。 

 

（６）2021年度四国支部執行部について（資料 4，5） 

  1月 12日に開催された支部執行部候補者推薦委員会から提案された 2022年度四国支部

執行部（案）が改めて確認された。また，全国コンクリート製品協会四国支部より提出され

た委員の変更（福山氏⇒横山氏）が報告され，6 月 1 日付けで異動することが承認された。 

 

（７）年次大会 2024（高松）について（資料 6） 

 上田副支部長よりコンクリート工学年次大会 2024（高松）について，会場のサンポート

高松の耐震改修工事が予定どおり進んでおらず，予約ができていない状況である。2年後の

開催が困難であり，2025 年開催の東北支部に 1 年前倒しを要請し高松を 2025 年開催とす

る，あるいは高松以外（松山有力）で 2024年に開催するか近日中に決定しなければならな
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い旨の現状報告がなされた。 

 

（８）本部関連委員（選挙管理委員会委員，代議員）の選出について（資料なし） 

 橋本支部長より本部の選挙管理委員会委員の改選期であり，渡辺先生（徳島大学）を重任

してはとの提案があり，承認された。また，今秋に予定されている本部代議員選挙の候補者

選定を支部長に一任することが承認された。 

 

 

以上   

 

（記録者：古田 満広） 


